
令和４年度（第 19 回） ロービジョンケア講習会 

（旧 低視覚者社会適応訓練講習会） 

 

開催期間(Web 開催)：令和４年９月２１日（水）～９月２７日（火） 

 

主催：一般社団法人大阪府眼科医会 

                    共催：公益社団法人日本眼科医会 

後援：一般社団法人大阪府医師会 

               社会福祉法人日本ライトハウス 

 

 

講演内容 

（１）「視覚障害者が使って便利な最新の情報機器の紹介」 

講師 林 田   茂 先生 

（日本ライトハウス情報文化センター サービス部長） 

 

（２）「眼科でできるロービジョンケア～どんな患者さんにどんなケアができるのか～」 

    講師 鎌 田 さや花 先生 

（京都府立医科大学眼科 助教） 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講演（１）「視覚障害者が使って便利な最新の情報機器の紹介」 

 

日本ライトハウス情報文化センター サービス部長 

林 田   茂 先生 

 

 情報文化センター（点字図書館）サービスフロアは、2001年「グッズ（機器や用具）を活

用して楽しく、豊かな生活を！」をキャッチフレーズに「エンジョイ！グッズサロン」とし

てオープン。視覚障害者向けの用具や電子機器を常設展示。利用相談や手ほどき、販売を行

っています。また、近年では特に利用が増え続けるスマートフォン(アプリ)の紹介や、新開

発の機器、ウェアラブル機器等の利用支援、サピエ図書館の利用促進・啓発にも力を注いで

います。 

※YouTubeチャンネル開設『ニポラチャンネル：第 35回 エンジョイ！グッズサロンってど

んなとこ？』 

https://www.youtube.com/watch?v=qZ3KAV5H4BA 

 今回は、視覚障害の方への情報提供サービスの現状と実体、取り扱っている様々な機器や

用具、私たちが心がけてる当事者の方に寄り添った支援についてお話しさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロフィール：2004年社会福祉法人日本ライトハウス入職。製作部（録音図書製作係）、総

務部を経て、2020年より情報文化センターサービス部長。バリアフリー上映会など、地域・

関係団体と連携して多数のバリアフリー企画を担当。また、視覚障害の方が楽しめる耳で聴

く映画「シネマデ・イジー」を発案し全国に展開。障害者放送協議会委員（日本盲人社会福

祉施設協議会 情報アクセシビリティ委員）、視覚障がい乳幼児研究会 役員。 

 





講演（２）「眼科でできるロービジョンケア 

 ～どんな患者さんにどんなケアができるのか～」 

 

京都府立医科大学 眼科 

鎌 田 さや花 

 

医学の進歩した現代にあっても、いまだ有効な治療がない・治療しても見えにくい疾患は

多く存在する。もちろん患者さんは治療により『治る』ことを最も期待して医療機関を受診

しているが、その一方で見えにくさから様々なことに不自由を生じている。こうした不自由

さを理解し、必要な福祉サービス・教育関係機関等に適切なタイミングでつなぐこと・少し

でも不自由を緩和する手立てを共に考えること（＝ロービジョンケア）もまた医療機関の重

要な役目の一つである。 

最近はロービジョンケアという言葉自体は広まりつつあるように感じる。ただ、患者さん

の視力を数値としては知っていても、それがどんな場面でどのくらい困るのかの想像はつか

なかったり、どんな患者さんにどんなロービジョンケアが役に立つのか、についてはあまり

知る機会がない。 

本講演では、眼科でできるロービジョンケアについて解説する。ぜひ明日からの診療にも

お役立ていただければ幸いである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご略歴： 

平成 17年    京都府立医科大学 卒業 

平成 17年～18年 京都府立医科大学 初期臨床研修 

平成 19年～   京都府立医科大学 眼科 前期専攻医 

平成 20年～   京都市立病院 眼科  

平成 27年～   京都中部総合医療センター眼科 医長 

平成 29年 2月～ 京都府立医科大学附属病院 眼科 後期専攻医 

令和元年 9月～（現在に至る）  

京都府立医科大学 眼科 助教 
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